（記入例）　　　　　　　　　　　　　　
	カラー写真
縦４㎝×横３㎝
（本人胸上半身）


　　　　　　　　　　　　　　　　　履　　歴　　書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　 　おか　　やま 　  た　 　ろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名（ふりがな）：　岡　　　山　　　太　　　郎
	注) 通常お使いの表記でお願いします。


氏名（英字表記）：　Taro　Okayama
性            別：　男
国　　　　　　籍：　○○国
生年月日（年齢）：　昭和○○年○○月○○日（○○歳）
現　　住　　所  ：　○○県○○市○○町○－○－○
勤　　務　　先　：　〒○○○－○○○○　　○○県○○市○○町○－○－○
　　　　　　　　　　○○大学○○学部○○分野　（電話番号）○○○－○○○－○○○○
　　　　　　　　　　（メールアドレス）○○＠○○
学   　　　 歴
	注) 高等学校卒業から歴年順に記入してください。


　　昭和６２年　３月　○○高等学校卒業　　　　　　　　　　　　　　                      　
　　昭和６２年　４月　○○大学○学部入学　　　　　　　　　　　　　  　
　　平成　５年　３月　○○大学○学部卒業　　　　　　　　　　　　　  　  　
　　平成　５年　４月　○○大学大学院○学研究科（○○学専攻）入学　  　　　  　
　　平成　９年　３月　○○大学大学院○学研究科（○○学専攻）修了　                      　
資　格・免　許
　　平成　５年　５月　医師免許取得（第○○○○○○号）
　　平成　９年　３月　博士（○学）（○○大学　第○○○○号）
　　平成１１年　９月　○○学会認定（専門医）（第○○○号）
職　　　　　歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　平成　９年　４月　○○大学医学部附属病院○○科入局
　　平成　９年　６月　○○大学医学部附属病院○○科医員
　　平成１０年　７月　○○大学医学部研究生（○○講座・分野）　　　　　研                 　　
　　平成１１年　４月　○○大学医学部附属病院助手（○○科）　　　　教・研                          　　
平成１８年　３月　　　　　　〃　  　　退職
　　平成１８年　４月　○○大学医学部准教授（○○講座・分野）　　　教・研　　現在に至る。
	注）１．職歴に空白期間がある場合は必ず明記し，その説明を付記してください。
    ２．教育歴の場合は「教」，研究歴の場合は「研」と付記してください。


海 外 渡 航 歴
　　平１２．９．　１～平１４．８．２１　○○国○○大学○○研究室（客員研究員）へ研修渡航
　　平１６．５．１５～平１７．３．１４　文部科学省在外研究員として○○国○○大学○○研究室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（客員助教授）へ出張
	注) ２か月以上のものとし，必ず受入れ先の国名，機関名，身分（職名）を明記してください。　　　


学会その他における活動等
　　○○学会，○○学会，○○学会，○○学会，○○学会，○○学会，○○学会，○○学会　　
	注) 所属する学会名を記入し，役員については，その期間を付記してください。


　　平１６．４～平２０．３　○○学会評議員　　　　                                    　　
　　平１６．４～現在　　　　○○学会評議員　　　　  　　
　　平１６．４～現在　　　　○○学会理事　　　　  　  　　
	注) 「賞」「罰（刑事罰・懲戒処分）」とも有無を明記ください。ある場合は具体的内容を，無い場合は「罰なし」等と記載してください。


　　平１９．４～平２４．３　○○省○○審議会委員                                      　　
　　平２２．４～平２７．３　○○県○○審議会委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
賞　　　　　罰：　平成１４年４月　○○賞受賞　

　　　　　　　　　罰なし

　上記のとおり相違ありません。                                                            
今回提出する履歴書の記載内容について相違ないことを申し立てます。なお，万一，経歴詐称があった場合は懲戒解雇になることがあるほか，採用後記載内容に誤りがあることが判明した場合は採用日に遡及して給与を返納することがあることについて異存ありません。
　　　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（自筆）　　　　　　　　　　　　　
（記入例）

研　究　業　績　書

令和　　　年　　　月　　　日


氏名（自筆）　　　　　　　

（学術論文）（欧文，和文に区別してください。）

	注) 原著論文，総説，症例報告及びその他に分けて，番号（一連番号），著者名（印刷順に全員連記し，本人のところにアンダーラインをひく。）．題目．発表誌．発行年（西歴）；巻：初頁－終頁．を年代順（最近のものから）に次の例を参考にして記入してください。Corresponding authorに*を付けてください。なお，欧文論文掲載誌にImpact Factor（IF, Thomson Reuters, 2021年版）が付されている場合，併せて記入してください。


欧文記載例：

１
Park JH, Thraves P, Salehi Z，Ritschilo A, Okayama T. Evidence for the multistep nature of in vitro human epithelial cell carcinogenesis. Cancer Res. 2005; 50:5653-5657.
IF: 7.543

２
Okayama T，Fujita J, Aaronson SA. Neoplastic conversion of human epidermal keratinocytes by adenovirus 12-SV40 virus and chemical carcinogens. Science. 2001; 232:385-388.
IF:29.747

和文記載例：

１
○○○○，岡山太郎，○○○○. ○○に関する研究. ○○学会雑誌, 1997; 3:189-211.

（著書）（欧文，和文に区別してください。）

	注) 番号（一連番号），著者名（印刷順に全員連記し，本人のところにアンダーラインをひく。），題目（共著又は分担の場合は，その区分を括弧がきで付記する。），頁数，発行所，発行年（西暦）を，年代順（最近のものから）に次の例を参考にして記入してください。


欧文記載例：

１
Okayama T. Drugs and foods from little-known plants. Harvard Univ. Press, Cambridge, MA, 2010
２
Okayama T, Shikata E, Tushima K. Views of cancer researchers on environmental mutagens. In “Environmental Mutagens and Carcinogens", ed. Sugimura T, Kondo S, Takebe H., pp. 3-20, University of Tokyo Press, Tokyo, 2007

和文記載例：

１
岡山太郎：○○に関する研究，○○書房，東京，2010

２
○○○○，○○○○，岡山太郎：○○○○○に関する研究（分担），「生体時計」，○○○○，○○○○編，PP.15-25，○○出版，東京，2008

（その他）

	注) 国内の特別講演及びシンポジウム等並びに国際学会講演に分けて，番号（一連番号），発表者（本人のところにアンダーラインをひく。），題目，学会，発表年月（西暦）を，年代順（最近のものから）に次の例を参考にして記入してください。


１
Okayama T. Analysis of methylation in the c-myc gene. Symposium at the International Meeting of Cancer Prevention，Los Angeles, 2006

２
岡山太郎：癌遺伝子，第○回日本癌学会シンポジウム，東京，2002

（記入例）

科学研究費補助金・助成金等の交付状況


氏　名（自筆）　　　　　　　　　　　
	補助金・助成金等
・役割（代表・分担の別）の別に分類して，開始年度の順に記載すること。

・記載内容：研究期間（年度：西暦），資金制度・研究費名（配分機関等名），研究課題名（分担の場合は，研究代表者氏名・所属），研究費(期間の受領額：千円）．

	＜例：代表＞
1.
H17〜H19，日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究A（一般），○○に関する○○的研究，48,000千円．
2.
H21〜H23，日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究C（一般），○○に関する研究，3,000千円．


	＜例：分担＞個人配分有り
1.
H20〜H22，○○○医学振興助成金（○○財団），○○に関する○○研究（代表：瀬戸次郎・○○大学），分担研究者（人数），研究費総額5,000千円，分担額2,000千円．


	＜例：分担＞個人配分無し
1.
H21〜H23，○○○医学振興助成金（○○財団），○○に関する○○研究（代表：山陽花子・○○大学），分担研究者（人数），研究費総額5,000千円



注）不足の場合はページを追加してください。
（記入例）

（教育及びその他活動実績一覧の記入例）
教 育 及 び そ の 他 活 動 実 績 一 覧
１．教育活動実績の一覧（記入例）

	項　　　　　　　　　　目
	期　間　等
	備　　考

	1)授業担当等
① ○○大学○○学部
「小児科学（○○系）」 ○時間
1  ○○大学大学院医学研究科
「○○学演習」 ○単位
「○○○○学」 ○単位

2)他大学・他学部等の非常勤講師
①○○大学 ○○講座
「小児科学」年間○時間の集中講義
3)他大学の特別講義
①○○大学○○学部○○講座
特別講義「○○について」
4)委員等
○○大学奨学生等選考委員会委員
○○大学○○学部カリキュラム委員会委員
○○学部○○学部クラス担任
5)学生の課外活動指導
○○大学学友会 ○○部顧問
	○○年○○月～現在
○○年○○月～現在
○○年○○月～現在
○○年○○月～現在
○○年○○月
○○年○○月～○○年○○月
○○年○○月～○○年○○月
○○年○○月～○○年○○月
○○年○○月～現在
	


注1) 教育実績には，これまで担当した講義・実習・演習・セミナー等のほか，カリキュラム策定

委員・入試対策委員等の実績を，記入例に基づき記入して下さい。
注2) 項目ごとの記載数が多い場合は，内容が分かる簡単な説明を加えて，項目ごとに○○外○件

というようにまとめて記載して下さい。
注3) 備考欄には大学及び大学院等での講義・実習等において，学生による教員個人に対する評価
の概略等関連事項があれば記入して下さい。
２．その他活動実績　（付記すべきものがあれば記載してください。）

